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Abstract
This study was designed to investigate nursing practice and nurses’ difficulties caring for
end-stage cancer patients in a general ward. An open-format questionnaire was sent to 313
nurses working at A-hospital,of whom 215 responded(68.7%).Questionnaire items were
base attributes, nursing practice, and nurses’ difficulties. For the nursing practice, results
showed high scores for items associated with patient care , family , and communication .
Regarding nurses’ difficulties, results showed high scores for items associated with patient
communication and the family . These results reflect the present conditions of nursing
practice and nurses’ difficulty, underscoring the importance of communication with patients
and the family for end-stage cancer patients in a general ward.
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1．死が近づいてきた時、患者の身体的な苦痛の程度を定期的に評価している 3．21 ± 1．14
2．死が近づいてきた時、家族がどんな心配をしているか、定期的に聞いている 3．13 ± 0．98
（コミュニケーション）
1．患者・家族と話をする時、静かでプライバシーが保てる場所で話をしている 3．58 ± 0．95
2．患者に質問をする時、「何かご心配はありますか」のような自由に回答できる質問にしている 3．55 ± 0．89
3．患者や家族に質問を促すなどして、病状の理解度について確認している 3．11 ± 0．92
（患者・家族中心のケア）
1．患者・家族にとって大切なことは何か、知ろうとしている 3．66 ± 0．84
2．患者・家族が何を希望しているか、知ろうとしている 3．72 ± 0．85
3．患者・家族の辛さについて、少しでも分かろうとしている 4．87 ± 0．75
4．患者・家族の希望や願いをカルテなどに記載している 3．63 ± 0．93
5．患者・家族の希望や願いを医療チームの中で共有（話し合って）いる 3．55 ± 0．96
項 目 平均値±標準偏差 最小値～最大値
年 齢 40．8 ± 9．0 22．0～59．0
経験月数 225．1 ± 110．2 3．0～456．0



































1．患者と話をする時間がない 2．86 ± 0．69
2．患者から今後のことに関する話題をされたときの対応 3．09 ± 0．67
3．患者から心配・不安を表出されたときの対応 3．05 ± 0．58
4．患者から死に関する話題をされたときの対応 3．20 ± 0．72
5．十分な病名・病状説明をされていない患者への対応 3．43 ± 0．70
6．病名・病状を否認する患者への対応 3．13 ± 0．82
7．感情を表出しない患者への対応 3．20 ± 0．68
8．病名・病状説明直後の患者への声のかけ方 3．30 ± 0．62
9．家族と話をする時間がないこと 3．11 ± 0．69
10．家族から今後のことに関する話題をされたときの対応 2．96 ± 0．63
11．家族から心配・不安を表出されたときの対応 3．03 ± 0．64
12．家族から死に関する話題をされたときの対応 3．08 ± 0．70
13．十分な病名・病状説明をされていない家族への対応 3．32 ± 0．76
14．病名・病状を否認する家族への対応 3．18 ± 0．83
15．感情を表出しない家族への対応 3．08 ± 0．70
16．病名・病状説明直後の家族への声のかけ方 3．17 ± 0．67
17．病名・病状説明直後のサポートを十分にできないこと 3．28 ± 0．66
（看護師間の協力・連携）
1．看護師間での情報伝達が遅い、不十分なこと 2．70 ± 0．67
2．看護師間での話し合う期間が不十分なこと 2．89 ± 0．70
3．看護師間で話し合う機会はあるが、内容が乏しいこと 2．65 ± 0．70
4．看護師間で患者のとらえ方や看護観が違うため、統一したケアが行えないこと 2．52 ± 0．69
5．自分の考えを他の看護師と共有できないこと 2．36 ± 0．66
（自分自身の問題）
1．患者が亡くなった後、喪失感が強いこと 2．56 ± 0．77
2．適切なケアをしているのか自信がないこと 3．02 ± 0．68
3．感情をコントロールすること 2．46 ± 0．67
4．治癒の見込みがある患者と終末期がん患者を同時に受け持つこと 2．57 ± 0．83
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要旨
本研究は，一般病棟におけるがん終末期看護に対する意識を把握するためにがん
終末期看護に対する看護実践認識度，がん終末期看護に対する看護実践困難度を用
いて，自記式質問紙調査を実施した．調査対象は，A病院の看護師 313名とした．調
査は，基本属性，がん終末期看護に対する看護実践認識度，がん終末期看護に対す
る看護実践困難度に関する項目であった．その結果，回収率 68．7％であった．がん
終末期看護に対する看護実践認識度が高かった項目は，患者・家族中心のケアに関
する全項目とコミュニケーションに関する項目であった．また，がん終末期看護に
対する看護実践困難度の高かった項目は，患者・家族とのコミュニケーションに関
する項目で，17項目中 15項目であった．以上の結果より，一般病棟におけるがん終
末期看護に対する意識の中でも患者・家族とのコミュニケーションの重要性を示唆
する．
キーワード：がん終末期看護，一般病棟，看護実践認識度，看護実践困難度，コ
ミュニケーション
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